
早稲田大学における教育支援の取り組み
ー Faculty Café を中心にー

蒋妍・森田裕介 （早稲田大学大学総合研究センター)

第26回大学教育研究フォーラム

発表概要
早稲田大学は創立150周年に向けた中長期計画の中で、対話型，問題発見・解決型教育の移行を目指している。この移行を支援する取組の一つとして、

Faculty Caféがあげられる。Faculty Caféは「教えること」について話し合う場として、早稲田大学大学総合研究センター（以下，大総研）を中心に企画運営され
ている。本発表は2018年度実施したものを基軸に、参加者のアンケート結果に基づき、そこから見えてきた教育支援の現状と課題について報告する。

背景

大学方針
・ 創立150周年 (Waseda Vision 150)
・ 対話型，問題発見・解決型教育への移行を目指す

・ 月１回(5月、6月、7月、9月、
10月、11月、12月、1月)

・ 自主参加

Faculty Caféの広報及び内容 （対象分だけ）

アンケート

【参加者への質問】
➀参加したきっかけ（動機）?
➁内容は今後に役立つか?
➂内容は分かりやすかったか?
④内容に満足したか?
⑤参加者資格

【自由記述】
・ 上記の➁➂④の答えをする理由
・ よかったと思う点
・ 改善できると思う点
・ 今後取り上げてほしいテーマ
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・ まず、他学部の状況がわかってよかった。自分の分野の反転は、
学会などで見るが他分野も知れてよかった。
・ 貴重なお話をうかがうことができ、参照できるリソースも得られ、
大いにためになった。
・ 予想以上に参加人数が多くて驚きました。
・ アクティブラーニングのイメージが少し変わった。
・ 具体的な手法の紹介と実践がよかったです。実践しつつ手法を
学べるのがよかったです。
・ ALについて全て研修を受ける機会がなかったので導入として
参考になった。他の分野の先生と話す中で、異なる視点を得る
ことができた。

・ 教え方に焦点を当てる企画を心掛けるようにする
・ 多様なニーズへの対応（例：レベル別；キャンパスごと；休み中
の開催など）
・ 参加者が学んだことを自身の授業に生かしているかどうかを精

査すること
・持続的に運営していく体制の構築

今後の検討課題Faculty Caféに参加した教員の声（一部抜粋）

【結果】

【広報】
・ 開催する月の１ヶ月前に
・ 学内メール
・ お知らせ
・ 大総研HP
・ Facebook など

【当日の開催】
・ 教職協働
・講演やワークショップ
・ アンケート

早稲田
大学の
Active
Learning 

▲大学総合研究センター▲


